
 

 

 

 

 

 

 

 

 

［事業名］  

ホタルイベント（ホタルまつりと小学校との連携事業） 

 

［事業の目的］ 

三奈木地区においても少子化・高齢化が進み、地域の担い手である若い世代の人たちが

年々少なくなり、高齢の方が増加して地区の活気がなくなってきている状況から、地域の活

性化を図るとともに、子どもたちの郷土愛を育み、将来的に地域活動の担い手となってもら

うことを目的とする。 

 

［事業の実施主体］   

三奈木地区コミュニティ協議会 

 

［連携・協力機関・団体］ 

三奈木公民館、朝倉市三奈木小学校、大川市大野島小学校、地区社会福祉協議会、親子会

等各種団体 

 

［事業予算（平成２４年度）］ 

ホタルまつり  １２０，０００ 円 （市補助金） 

 

［実施に至る経緯］ 

○ ２０年間続く地域の行事であり、若い世代の人達に伝えていきたい。 

○ 若い世代の人達に地元の魅力を知ってもらい、将来的に帰ってきてもらいたい。 

○ ダム建設などで減少したホタルを復活させたい。 

○ 地域を活性化したい。 

上記のような意見がホタルまつりと結びついたことで実施に至る。 

 

［プログラム作成の視点］ 

 ○地域活性化の一環として、ホタルまつりを実施。 

 ○地域学習として、地域の魅力の発見・環境美化・命の学習を目的として実施。 

 ○大川市大野島小学校との交流・発表会を通してコミュニケーション能力の向上を目的と

して実施。 

Ⅸ 特色ある公民館活動⑦ 

 「公民館を核とした地域コミュニティの取り組み」 

～ホタルの里イベントを通して～ 

 

朝倉市三奈木公民館 館長 石橋 洋 

 



 

［事業内容］ 

１ 小学校での活動 

小学校４年生の総合学習の中で、捕 

獲したホタルを飼育する学習を行って 

いる。ホタルの産卵・孵化・幼虫・幼 

虫の放流・ホタルになるまでを観察・ 

体験することにより、短いホタルの命 

を感じ、命の尊さ、命を守る姿勢を学 

ぶ。三奈木小学校では、校内に小川が 

流れているので、これを飼育場として 

利用している。 

筑後川の上流と下流の関係から大川 

市大野島小学校の児童と交流会が行わ 

れ、浄水場等の見学を通して水の恩恵 

や大切さを学習する。 

三奈木小学校の児童は今までホタル 

について学習したことの成果の発表と 

して大野島小学校の児童に発表してい 

る。 

     

                                  

２ 公民館での活動 

公民館では児童たちと支部親子会、 

三奈木を美しくする会で、ホタルの餌 

となるカワニナを筑後川で採取し、公 

民館裏の小川２００ｍに放流している。 

  ホタルまつり当日にはスポーツ少年 

団や親子会を中心に空き缶・ゴミ拾い 

を行っている。              

    

                                  

３ ホタルまつり 

６月にはホタルまつりを行っている。 

ホタルまつりでは美しい環境を守る 

ための環境美化活動や他地区へのＰＲ 

を行っており、地域の活性化に繋がっ 

ている。 

まつりの前に環境美化活動として空 

き缶・ゴミ拾いを行っている。その後、  

 

 

 

 



ペットボトルを使用したホタル型の発 

電機「ペットボタル」を作っており、 

児童たちに人気となっている。 

まつりには参加者や飛び入り出演者 

の方等多くの方々に参加していただい 

ているが、三奈木小学校の児童たちも 

和太鼓演奏を行い、まつりを盛り上げ 

ている。 

各演芸が終わった後は公民館周辺の 

 川などでホタルウォッチングを行い、 

 今までの成果を楽しんでいただいてい 

る。    

   

 

 

[事業の成果] 

 ホタルイベントは参加者・出演者ともに増加傾向にあり、三奈木地域の活性化に大きく貢

献している。また市外の参加者も増加していることから他市へのＰＲにも繋がっていると言

える。平成２４年度は約１，０００人の方々に参加していただいた。 

児童たちにとってホタルを飼育するといった直接体験できる事業であり、ホタルはとても

身近なものであるため、地域学習や地域活動に対する意欲や関心が非常に高まっている。他

にも児童にとって地域の人たちや大川市大野島小学校の児童たちの様な日頃話さない人と

の交流は、コミュニケーション能力の形成に大いに役立っている。 

 

[今後の課題] 

ホタルまつりを含む４大行事には多くの参加者に来ていただいているが、２０年間以上続

いている地域の伝統行事であるため、マンネリ化してしまうことが心配されている。マンネ

リ化しないためにも様々なアイディアを出していきたい。そのためには若い人世代の人たち

にも参加していただき、意見を出していただきたい。 

また参加者が多いため駐車場が不足するといった事態がでてきている。新たに駐車場を用

意したが、それでも足りないのが現状である。 

少子化・高齢化は公民館活動にも影響を及ぼしており、現在公民館利用者の７０％は６５

歳以上となっている。そのため学習グループやボランテイア団体等は若い世代の人たちの加

入が少なく困っている。若い世代の人たちを公民館活動や町づくりに如何に参加させるかが

大きな課題となっている。 

 

 

（ お問い合わせ先 ） 

           朝倉市三奈木４２６０番地   三奈木公民館 

     電話 ０９４６－２２－３１１４  ＦＡＸ ０９４６－２２－３３２９ 

 

 


